
　私が腰痛研究を始めたのは今から 30 年前である。もちろん非特異的腰痛の割合は 85％であり，
多くが発生源を特定できないとされているなか，研究者が駆使してその原因を追究していた。腰
痛の発生源として，椎間板，椎間関節，仙腸関節，硬膜などが考えられており，さまざまな免疫
学的手法を用いて各々の部位における自由神経終末の存在が報告されていた。特に注目されてい
た話題は椎間板と神経根であり，国際腰椎学会でもその辺りは大分取り上げられていたと思う。
診断方法は MRI 全盛であったが，椎間板変性，Modic 変性，high intensity zone などがいろいろ
と議論されていたが，相反するデータが報告されていた。その後，腰痛には心理社会的要因が多
い，また高齢者の脊柱変形や筋減少による腰痛，骨粗鬆症性腰痛の存在などの議論が始まった。
社会的背景として，心理社会的因子の腰痛は増えている。ただし，その診断方法は困難である。
対応として認知行動療法があるが，依然として大規模研究による有効性がないこと，長期的な成
績は懐疑的である。自身の脳でのα波の発生能力が認知行動療法の成績を左右するという結果も
報告されている。高齢者の脊柱変形による腰痛は，アライメントに対する手術療法が有効である
との報告は多いが，運動療法に関してはここ数年で徐々に報告が増えてきたと感じる。最近 10 年
で骨粗鬆症治療薬が飛躍的に発展して，唯一この領域だけはゴールに近いように思う。近未来的
な治療として，椎間板への細胞移植，椎間板変性の神経発芽に対しての denervation 治療，PRP
療法などが進行している。有益なデータもあるが，まだまだ今後の検討は必要であろう。
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